
富山大学人文学部富山循環型「人文知」研究プロジェクト公開研究交流会 

第 29 回「人文知」コレギウム 
東アジアの言語を探究する 

2022年 6月 29日（水）13:30～15:30
上保敏（朝鮮語学・准教授） 川島拓馬（日本語学・講師） 

朝鮮語の處格と属格を 

めぐって 

13:30~14:30 
現代朝鮮語の處格[e]と属格[ŭi]は、一応、形

態が異なるとされるが、属格がしばしば[e]と実
現する場合があり、形態上、両者の区別がつか
なくなる。もっとも、處格と属格は統語構造
上、様相を異にするため、基本的には衝突は起
こらず、支障はない(とされる)。ただそうする
と、そもそも朝鮮語は、處格と属格の区別がな
かった言語なのではないか、という疑問も浮か
ぶようになる。本発表では、通時的にさかのぼ
りつつ、このような現象が生じるようになった
背景について探っていく。 

文法形式の成立から見る 

日本語の変化 

14:30~15:30 
日本語において文法的関係性を表す形

式には様々なものがあるが、どういった
形式が用いられるかは時代によって異な
る。平安時代には広く使われた「ぬ」「め
り」などは姿を消し、一方で「はずだ」
「つもりだ」などは比較的最近になって
登場した形式である。本発表では、日本
語史上で新しく生まれた文法形式を取り
上げ、その成立や変遷の過程を考えると
ともに、文法形式の成立に見られる類型
について検討したい。また、文法形式の
移り変わりから見る日本語の歴史、およ
び現代日本語のあり様を捉えるための方
策についても考察を試みる。 

事前申込お願い致します 
下記 URL または QR コードからお申し込みください。 

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=Pxqw12Ujs0iFczfbm9gJuKfUOTK-

JFJEvf-_f0mqex9URVZSTEw4MFdLM1AwSU5NWjdTT05XMzA4Si4u 

申込締切後、登録されたメールアドレスに詳細をお送りします。メールアドレスに誤りがある

と案内をお送りすることができませんので、ご注意ください。前日までに連絡がない場合

は、下記総務課にお問い合わせください。 

申込締切：2022 年 6 月 26 日（日）

聴講は無料です。学生・一般の方の聴講を歓迎いたします。 

お問い合わせ 富山大学人社芸術系総務課（人文担当） jinbuns@adm.u-toyama.ac.jp 

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=Pxqw12Ujs0iFczfbm9gJuKfUOTK-JFJEvf-_f0mqex9URVZSTEw4MFdLM1AwSU5NWjdTT05XMzA4Si4u
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=Pxqw12Ujs0iFczfbm9gJuKfUOTK-JFJEvf-_f0mqex9URVZSTEw4MFdLM1AwSU5NWjdTT05XMzA4Si4u



